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環
境
省
は
六
月
十
二
日
、

東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同

庁
舎
七
号
館
で
第
一
回
「
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
教

育
円
卓
会
議
」
を
開
き
、
今

後
五
年
間
の
「
持
続
可
能
な

開
発
の
た
め
の
教
育
実
施
計

画
案
」
（
Ｅ
Ｓ
Ｄ
国
内
実
施

安
倍
政
権
の
重
要
課
題
と

し
て
打
ち
出
し
た
「
す
べ
て

の
女
性
が
輝
く
政
策
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
で
は
誰
も
が
安
心
し

て
使
え
る
清
潔
な
ト
イ
レ
や

授
乳
ス
ペ
ー
ス
、
快
適
に
過

ご
せ
る
公
共
の
空
間
づ
く
り

計
画
案
）
を
ま
と
め
た
。
水

環
境
保
全
活
動
な
ど
を
通
じ

た
環
境
教
育
や
環
境
人
材
の

育
成
を
促
進
し
て
い
く
。
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施

し
た
う
え
で
八
月
中
を
め
ど

に
実
施
計
画
を
策
定
す
る
。

同
円
卓
会
議
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、

を
明
記
し
た
。
ま
た
有
村
女

教
育
機
関
、
地
方
公
共
団

体
、
企
業
団
体
の
有
識
者
ら

で
構
成
。
ユ
ネ
ス
コ
総
会
・

国
連
総
会
で
採
択
さ
れ
た

「
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
関
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ア
ク
シ
ョ
ン
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
（
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
に
基

づ
く
国
内
実
施
計
画
の
作
成

性
活
躍
担
当
相
の
呼
び
か
け

や
Ｅ
Ｓ
Ｄ
推
進
策
に
関
す
る

意
見
交
換
を
行
う
。

初
会
合
で
は
山
脇
良
雄
文

部
科
学
省
国
際
統
括
官
と
小

林
正
明
環
境
省
総
合
環
境
政

策
局
長
が
あ
い
さ
つ
し
、
及

川
幸
彦
宮
城
教
育
大
学
国
際

理
解
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
協

で
内
閣
府
に
設
置
さ
れ
た

「
暮
ら
し
の
質
」
向
上
検
討

会
で
は
女
性
の
視
点
に
よ
る

環
境
省
は
健
全
な
水
循
環

を
構
築
す
る
た
め
、
官
民
連

携
の
ウ
ォ
ー
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
「
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｗ
ａ

ｔ
ｅ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
」
を

広
く
国
民
に
発
信
す
る
。
賛

同
し
た
民
間
企
業
や
地
方
公

力
研
究
員
を
座
長
に
選
出
。

及
川
座
長
は
「
新
た
な
ス
テ

ト
イ
レ
や
授
乳
・
お
む
つ
替

え
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
な
ど
を

提
言
し
て
い
る
。

多
く
の
公
共
空
間
を
所
管

す
る
同
省
も
道
路
、
鉄
道
、

航
空
の
関
係
者
に
よ
る
「
ト

イ
レ
の
向
上
に
関
す
る
意
見

交
換
会
」
を
開
催
。
こ
れ
を

受
け
て
建
設
業
、
物
流
業
、

観
光
業
な
ど
の
関
係
者
も
加

え
た
協
議
会
を
新
た
に
設
置

す
る
こ
と
に
し
た
。

初
会
合
で
は
東
京
都
の
千

代
田
区
や
八
王
子
市
の
先
進

的
取
り
組
み
事
例
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
当
面
の
検
討

項
目
に
つ
い
て
論
議
し
た
。

ハ
ー
ド
面
で
は
女
性
ト
イ
レ

の
行
列
解
消
、
ト
イ
レ
の
快

共
団
体
は
そ
れ
ぞ
れ
の
商
品

・
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
活
動
な

ど
を
通
じ
て
新
し
い
水
と
の

向
き
合
い
方
を
提
案
し
て
い

く
。昨

年
七
月
に
水
循
環
基
本

法
が
施
行
さ
れ
、
八
月
一
日

の
「
水
の
日
」
に
ウ
ォ
ー
タ

ー
ジ
へ
向
か
う
に
あ
た
り
、

円
卓
会
議
の
果
た
す
役
割
は

大
き
い
」
と
述
べ
、
活
発
な

議
論
を
促
し
た
。

国
内
実
施
計
画
案
で
は
Ｇ

Ａ
Ｐ
で
示
さ
れ
た
①
政
策
的

支
援
②
機
関
包
括
型
ア
プ
ロ

ー
チ
③
Ｅ
Ｓ
Ｄ
教
育
者
の
育

成
④
若
者
の
参
加
の
支
援
⑤

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
参
加

の
促
進
│
│
の
五
つ
の
優
先

行
動
分
野
で
各
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
の
具
体
的
な
取
り
組

み
を
打
ち
出
し
た
。

適
性
・
清
潔
性
の
向
上
・
安

全
の
確
保
、
女
性
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
る
分
野
の
ト
イ
レ

の
充
実
、
観
光
地
の
ト
イ
レ

整
備
、
ソ
フ
ト
面
で
は
ト
イ

レ
の
情
報
発
信
や
利
用
マ
ナ

ー
の
普
及
啓
発
な
ど
を
取
り

上
げ
る
。
こ
れ
に
伴
い
授
乳

・
お
む
つ
替
え
ス
ペ
ー
ス
の

あ
り
方
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

具
体
的
に
は
①
ソ
フ
ト
対

策
の
実
施
②
授
乳
・
お
む
つ

替
え
ス
ペ
ー
ス
の
整
備
③
公

衆
ト
イ
レ
の
環
境
改
善
│
│

の
三
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
を
設
置
し
、
来
年
初
頭

を
め
ど
に
報
告
書
の
骨
子
案

を
提
示
す
る
。

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
発
足
し

た
。
国
、
自
治
体
、
民
間
の

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
健
全
な

水
循
環
の
維
持
・
回
復
に
向

け
た
官
民
連
携
の
取
り
組
み

を
推
進
し
て
い
る
。

新
た
に
提
案
し
て
い
く
Ｊ

ａ
ｐ
ａ
ｎ

Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

Ｓ
ｔ
ｙ
ｌ
ｅ
で
は
水
を
「
守

り
育
て
、
贈
り
使
い
、
大
切

に
還
す
」
と
い
う
三
つ
の
キ

ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
き
山
林
の

植
林
・
保
全
活
動
、
河
川
や

海
洋
環
境
の
保
全
活
動
、
事

業
活
動
に
お
け
る
水
資
源
の

有
効
活
用
、
節
水
・
排
水
な

ど
の
取
り
組
み
、
商
品
・
技

術
・
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
提

供
、
水
資
源
の
保
全
や
有
効

活
用
、
国
際
的
な
取
り
組
み

な
ど
を
推
進
す
る
。
地
域
ご

と
の
水
循
環
施
策
や
名
水
な

ど
を
周
知
・
啓
発
す
る
こ
と

で
全
国
的
な
一
体
感
を
創
出

し
、
日
本
の
水
資
源
の
ブ
ラ

ン
ド
化
や
全
世
界
へ
の
情
報

発
信
を
め
ざ
す
。
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大森座長

国
土
交
通
省
は
六
月
十
二
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
中
央
合
同
庁
舎
二
号
館
で
第
一
回
「
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く

り
に
つ
な
が
る
ト
イ
レ
等
の
環
境
整
備
・
利
用
の
あ
り
方
に
関
す
る
協
議
会
」
（
座
長
・
大
森
宣
暁
宇
都
宮
大
学

大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
）
を
開
催
し
た
。
女
性
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
建
設
業
を
含
め
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
両

面
で
快
適
・
清
潔
・
安
全
な
ト
イ
レ
づ
く
り
を
検
討
す
る
。
公
衆
ト
イ
レ
の
改
善
な
ど
三
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
を
設

け
て
関
係
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
行
い
、
今
年
度
中
に
報
告
書
を
ま
と
め
る
予
定
だ
。
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